




　血友病における頭蓋内出血は最も重篤な合併症てあるが、近年、CT scan の

導入や高力価第Ⅷ因子製剤の開発などによって、血友病の頭蓋内出血に対して

積極的な治療が可能となってきた。

　今回は、血友病の頭蓋内出血についての retrospective な調査結果と諸種の

検査で出血を確認できなかった 3症例の経過を報告する。

　対象は、当センターに登録されている血友病 232 名中詳細に検討できた 135

名で、頭蓋内出血を 24 例(血友病 B2 例)に認めた。年令分布は 4カ月～9才で、

5 才以下が 21 例(87.5%)であった。外傷の有無、出血部位および後遺症につい

ては表に示した。24 例の他に、中枢神経症状を呈した 3 症例を経験したので

報告する。


